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1.	  データ流通事業活動の課題 1/3

• データ取引に関して、データ利用者およびデータ提供者のニーズ

• ニーズとシーズのマッチング機会の必要性認知が低い

– インターネット協会でヒアリング実施中であり、提供を検討します

• ビッグデータシンドローム

– ビッグデータが収益を生むという幻想

– ビッグ=量 という勘違い

– データを蓄え、保持することに固執する結果となり、流通を阻害。

• データの性質により蓄積・流通形態が異なるが整理がされていない

– 即時性ストリーミングデータ

• 時間分解能、遅延性などが重要

– 蓄積型データ

• 網羅性や多様性が重要

2017年2月12日
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• プラットフォーム事業者として認識している課題

–情報提供者、PDS・情報銀行、情報交換市場の機能や要件に対する
社会認知が低い

• 此処のプラットフォーマーのFIPPSの明確化が不明

• 個人情報保護の解釈が十分に熟成していない

–情報交換における交換市場の中立性要件に対する認知が不十分。
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1.	  データ流通事業活動の課題 2/3

信託取引

2017年2月12日

3

PDS

Data情報信託銀行

許諾

データ所有者 保存・管理・配備 運用

データ交換市場

直接取引

仲介・決済者

市場外・相対取引

データ提供者 データ利用者

信託運用

二次利用



Copyright©	  EverySense,Inc.

“Information Harvesting”

データ交換市場運営者の責務と対策

FIPPS(Fair	  Information	  Practice	  
Principles)

• Notice
– 情報収受を生成する都度、通知

• Choice
– 情報収受の生成は、利用者が選択

• Access
– 登録情報へのアクセスは、EveySenseのみ

• Accuracy
– 虚偽情報は、約款と評価により排除

• Data	  Minimization
– 情報は、メタ化による最小化

– 情報の保存時間を最小化（キャッシュのみ）

• Security
– 情報パス毎に暗号化

• Accountability
– EverySenseがTTP	  

市場中立性の確保

• データ価値に対する中立性確保

– 個別価格決定に対する恣意性排除

– 自らデータを保持しない

– 自らデータの売買をしない

– 対価無償な取引に対するサービス提供

• 不正取引に対する監視義務
– 取引(トランザクション)の記録

• 情報提供者の保護義務

– データ内容に対する秘守義務

– データインスペクションをしない

2017年2月12日
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• プラットフォーム間での連携に対するニーズ

• 相互接続、流通の実装プレイヤーが少ない。

–すでに、一部事業者とは相互接続をしているが、そのような接続を提供
しようという事業者が少ない。

• データ交換は、自律分散・相互接続が基本

• 必要以上の規格化は、イノベーションを阻害する

– インーターネットのIPによる水平分離に学ぶ

2017年2月12日
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1.	  データ流通事業活動の課題 3/3
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lメタデータ・語彙体系

l共有智としての語彙があれば便利である

l 新規な体系化はガラバゴス化を招く

l既存の標準を活用し、国際標準にリエゾンすることが重要

lカタログ論

l 情報利用者が情報の入手先を知るポータルは必要

l データジャケットのような上位のユースケースから情報へリーチす
るためのポータル有効

l 情報の時価

l 情報流通により情報の時価評価が可能となるため、取引情報の公
開が必要となる

l LOD(Linked	  Open	  Data)などの公的、無償データの取り扱いをサ
ポートが必要

l フェアユースにたいする配慮が必要

2017年2月12日
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2.技術的な検討に関するニーズ、意見
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EVERYSENSEの情報流通交換市場

Backup	  Slied
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情報交換市場 EverySenseが実現する“The Internet of Things”

• 全ての人が必要な情報を、既存のIoTネットワークを変更することな
く提供・収集が可能となります
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既存IoT事業の課題(ビジネス)

• 自らが設置・運用するIoT製品(センサーや機器)による情報し
か得られず、付加価値サービスの創出、マネタイズ可能な十
分な情報収集とならない。

• 単一、単独の組織、企業では、ビッグデータを得る広範なIoT
製品(センサーや機器)の展開が困難である。

• 収集後の統計的データの交換では、即時性のある利活用(予
測等)が困難である。
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既存IoT事業の課題(個人)

• 情報のオーナーシップ

– IoT機器により自らが生成した情報が、機器提供者やサービス提供
者の管理下にあり、利用の範囲などを自由に制御できない。

–知らされない

• 価値の配分

– IoT機器により自らが生成した情報の利活用による付加価値は、自
らに配分されない。

–還元されない

10



Copyright©	  EverySense,Inc.

“Information Harvesting”

必要な二つのプリミティブ

• 相互接続

–機種、デバイスに依存しない自律分散型相互接続性

–なんでもつながる

• 信頼できるデータ流通交換市場

–情報のオーナーシップを確立

–プライバシーと公平性を担保

–データの価値が分配される

11
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データ交換市場EverySenseが提供するサービス

• あらゆるデバイスがつながる相互接続性

–デバイス・機種依存の排除

• IoTデータの価値分配の仕組み

–中立で公正 なデータ流通市場

12
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相互接続性の提供の技術的な仕組み
• データとデバイス依存の情報を分離する

• オープンなデバイスデータベースを提供

• データを意味ある汎用データに変換
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IoTデータ価値分配の仕組み

• データ提供者とデータ受領者の間で
授受担保(エスクロー)サービスを提供
します。

–個人情報の保護機能

–需給マッチング機能

–広範な汎用データ収集機能

–データ提供者への報酬分配機能

142017年2月12日
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データ収集者の記載するレシピ事項例 1/3
• 目的、用途を開示	  
– この内容により、提供者が可否判定をす

ることから、適切な開示が良いデータ提供
者を得ることになる。	  

• 商用利用、第三者提供有無	  
– この告知の虚偽は、約款違反となる。	  
– 第三者提供先の開示は、情報提供者によ

る可否判断材料となる。	  
• 募集期間と収集期間	  
– データ収集者の選択と収集は、有期。	  

• 対価	  
– 提供対価を開示、データ１ポストあたりの

対価を設定することで、情報量が価値にリ
ニアに反映される。	  

– 必要ポスト数以下であれば、対価発生さ
せずに取り消し可能とし、サンプル評価が
可能。	  

2017年2月12日
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データ収集者の記載するレシピ事項例 2/3

2017年2月12日
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• 収集する情報を提供するデバイスやセンサーを指定。	  
• 収集する情報の時間頻度や回数を指定。	  
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データ収集者の記載するレシピ事項例 3/3
• 情報提供者の属性を指定可能	  
– 属性情報は、マッチングにのみ利用される。	  

• 情報提供を許可した提供者から採択を選択	  
– 提供者が公開した情報が開示され、これをもとに採択を決定	  
– 提供者のデータ提供実績や評価により採択者を選択	  
	  

	  

2017年2月12日
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データ提供者による情報管理事例
• 自分が提供可能なデバイスやセンサの情報を管理	  
• 自分の属性情報の開示範囲を管理	  
• 個々のデータ提供依頼ごとに、許諾を都度管理可能

2017年2月12日
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デバイス製造者による情報の構築事例

2017年2月12日
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• 様々なデバイスやセンサの
情報をオープンデータベー
スに登録。	  
–測定粒度	  
–測定精度	  
–測定範囲	  
–設置条件	  
–等	  

• 登録済みセンサ名などは、
誰でも再利用可能。	  

• 未登録なものは、追加可能。	  
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信託取引

データ流通に必要な機能
PDS・情報信託銀行の機能

• PDS
– データ保存、 管理、配備

• 情報信託銀行

– データの運用

データ交換市場の機能

• データ提供者と利用者の仲介。

• データの売買決済。

2017年2月12日
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PHR	  における情報利用の事例

• 情報提供、二次利用の許諾は、デバイスユーザが自ら判断

• 情報提供に対するインセンティブにより、デバイス購入モチベーションをUp!
• 情報提供者、PDS提供者によるシェアリングエコノミー
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